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1.小 さ な 自然 か ら大 き な 自然 を見 通 す

ウ トナ イ湖 の湖 畔 に 小 さな ハ ソ ノキ が立 って い

ます。 そ の枝 の 先 に1羽 の小 鳥 がつ い と止 ま って 、

ヒー ヒー ヒー チ ョ リチ ョ リと歌 い始 め ま した。

バー ドウ ォ ッチ ャー は 早速 双 眼 鏡 で 観 察 して 、

下 面 の 輝 くよ うな黄 色 と背面 の チ ョ コ レー ト色 、

そ して 胸 の こげ茶 色 の ネ ック レス を確 かめ て シマ

ア オ ジだ と納得 して 双 眼 鏡 か ら 目を離 します。

カ メラマ ソは三 脚 を立 て て 望遠 レソ ズの ピ ソ ト

を合 わせ て パ チ リとシ ャ ッター を落 と して 、 ニ ヤ

リとほ くそ 笑 み を も ら します 。

この一 本 の ハ ソ ノキ と1羽 の シマ ア オ ジは 、 こ

う して バ ー ドウ ォ ッチ ャーの 網膜 と、 カ メ ラマ ソ

の フ ィル ム に、 ウ トナ イ湖 畔 の 風 景 の一 画 を切 り

取 って 印象 され た の です 。 そ の こ と 自体 は ア ウ ト

ドア志 向 の 中で の す ば ら しい事 実 だ った と思 われ

ます 。

〈 シマ ア オ ジ〉

しか し、 この一 本 の木 、1羽 の小 鳥 を通 して 、

もっ と大 き くウ トナ イ湖 の 自然 を 見通 す こ とは で

きな いで し ょうか。 旧 ソ連 の 或 る岩石(地 質)学

者 は 、 「岩 石 は偶 然 と必 然 の 産 物 で あ る」 と云 っ

た とい い ます 。 吾 々 は道 ば たの 石 こ ろを見 て も、

た だ の石 ころ と しか認 識 しませ んが 、1個 の石 こ
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ろで もそ れ が で き るた め には地 下 の マ グマ が冷 え

固 ま った もの か も知 れ ませ ん し、或 い は山 か ら岩

石 が浸 食 され て 川 に よって 運 搬 され た土 砂 が海 底

や湖 底 に堆 積 して岩 石化 した もの か も知 れ ませ ん。

そ れ は何 千 年 、 い や何 万 何 億 年 の地 殻 変 動 の所 産

で あ って 、 それ は 必 然 の歴 史 を経 た もの で あ る と

共 に 、 そ の過 程 の 中 に は 多 くの偶 然 も重 な り合 っ

て い る もの と考 え られ て よい も のな の で し ょ う。

実 際1個 の石 ころで も、 そ れ を岩 石 プ レパ ラー ト

の切 片 に して偏 光 顕 微 鏡 で観 察 した な らば 、多 く

の結 晶 や斑 晶 が見 られ 、 そ れ は決 して 一様 な もの

で な く、 複雑 な形 や 大 き さの もの が うま く組 み合

わ されて 一 体 の もの にな って い るのが分 か ります 。

これ は岩 石 とい う無 機 質 の 物体 です が、 そ の造 形

の妙 は驚 くば か りで、 そ うい う物 体 がで き るだ け

の必 然 性 は勿論 あ るに して も、 多 くの偶 然 が 重 な

り合 って い る こ と も うなず か れ るわ け です 。

バ ー ドウォ ッチ ャー が ハ ソ ノキ の枝 先 に止 ま っ

て い る シマ ア オ ジを観 察 で き、 カ メ ラマ ソがそ れ

をね ら って シャ ッター を落 と した こ と 自体 、 そ の

人 達 に と って は偶 然 の チ ャ ソス に恵 まれ た わ けで

す が 、 この事 象 につ い て の偶 然 とは 、 そ こに ハ ソ

ノ キが 生 え て いた こ と、 そ して そ の 枝 先 に シマ ア

オ ジが 飛ん で きてつ い と止 ま った こと を指 して 云 っ

た もの で す。 しか しそ れ は また単 に偶 然 と して片

づ け るの で な く、 ハ ソ ノキ が そ こに生 え、 シマ ア

オ ジ が止 ま るべ く して 止 ま った必 然 性 もそ こに は

あ る ので す 。

北 海 道 で ハ ソ ノキ と され て い る樹 木 には 、 ミヤ

マ ハ ソノ キ、 ケヤ マ ハ ソノ キ、 ハ ソ ノキ(ヤ チ ハ

ソノキ)の3種 があ り、 ミヤ マハ ソノキ は高 山 に 、

ケ ヤ マ ハ ソ ノ キは乾 燥 した山 地 に 、 ハ ソノ キは 湿
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潤 なや ちに 生育 して お ります。 ウ トナ イ湖 畔 に ハ

ソ ノキが 生 え て い るの は 、 そ こが湿 地 で あ るか ら

です 。 しか も水 気 の多 い 湖 畔 に近 く生 えて い るハ

ソ ノキ程 、樹 高 が低 くな ります。 ウ トナ イ湖 の水

位 が下 って乾 燥 化 が進 む と、 この背 丈 の 低 い ハ ソ

ノキ も き っ と ぐん ぐん大 き くな る はず で す 。 ウ ト

ナ イ湖 サ ソ クチ ュア リの ネ ー チ ャー トレイ ル(自

然 歩 道)の 周 囲 の木 立 ちは 、 コナ ラ ・ミズ ナ ラ と

混 生 して ハ ソ ノキ も生 えて お ります が、 そ れ は結

構 な樹 高 と太 さの大 木 で す 。 そ れ は乾 燥 化 が進 ん

だ土 地 なの で 生長 が早 ま った か らで す 。 湖 畔 の水

際 の背 丈 の 低 い ハ ソノ キの樹 齢 は 、木 立 の 中 の大

木 に な って い るハ ソノ キ とそ れ程 大 き な差 は な い

の です 。 た とえ ヤ チ ハ ソ ノキ と して 湿 潤 な 所 に生

育 す る樹 木 で は あ って も、 あ ま り水 気 が 多 す ぎ、

しか も湖 面 か らの冷 気 が 吹 きつ け る所 とい うの は、

決 して 快 適 な生 育環 境 で は な い ので す 。 そ うい う

劣 悪 な環境 に は 、 ナ ラ類 は 生 育 で きず 、 ヤ ナギ類

が それ にか わ って お り、 ヨ シや マ コモ等 の 水生 植

物 が繁 茂 す る よ うに な って い ます。

シマ ァオ ジ とい う小 鳥 は 、 ヨ シや マ コモ だ け の

草 原 で もあ ま り好 ま ない し、樹 高 が5mを 越 す森

林 で も駄 目で す。 背 丈 の 低 い ハ ソ ノキが 疎 生 す る

程 度 の草 原 が一 番 の気 に入 りの よ うで す 。

と ころで 、 シマ ア オ ジ とい う小鳥 は割 合 春遅 く

な っ て渡 来 す る夏鳥 で 、 秋 もあ ま り深 ま ら ない う

ち に姿 を消 して し まい ます 。 ど こか ら来 て 、 ど こ

へ飛 んで 行 くの で し ょ う。 北海 道 にや って 来 る夏

鳥 は、 南 方 か ら本州 を経 由 して 飛来 します し、秋

に な る と本 州 へ 渡 り、 更 に東 南 ア ジア方 面 で越 冬

す る種 類 が 多 い もので す 。 鳥 類 の渡 りの謎 を解 明

す るため に、鳥 類 標 識 調 査 とい う調 査 法 が あ りま

す。 記 号 番 号 が刻 印 され た 軽 金 属 の バ ソ ドを脚 に

装 着 して 放 鳥 す るので バ ソデ ィ ソ グと も云 って い

ます が、 そ の調 査 で も本 州経 由 の確 証 が続 々得 ら

れ て お ります 。 しか しシマ アオ ジだ け は本 州経 由

の渡 り コー スを と らな い ら しい の です 。 バ ソデ ィ

ソ グで もそ うで す し、 観 察 例 も本 州 で は殆 どな い

の です 。 シマ アオ ジは ど こか ら ど こを通 って 北海

道 に渡 来 す るの で し ょ う。 ど うも ロシ ア の沿 海 州

あ た りか ら、 い きな り 日本 海 を 飛 び越 えて 来 るの

で な い か と考 え られ て い ます 。 まだ確 証 は あ りま

せ ん が、 も しそ うで あ る とす れ ば す ば ら しい能 力

を もつ小 鳥 だ と感 心 させ られ ます 。

そ の シマ アオ ジは 、北 海 道 全 域 で確 認 され て い

ます が、道 東 地 方の 生息 密 度 が最 も高 い よ うで す 。

石狩 低 地帯 もか つて は密 度 が 高 か ったそ うです が 、

都市 化 が進 んで 次第 に生 息 適地 が狭 め られ て お り、

ウ トナイ湖 周 辺 の 湿 地 が残 され た 唯 一 の地 に な っ

て お ります 。

こ う見 て くる と、 一 本 の ハ ソ ノ キの枝 先 に1羽

の シマ アオ ジが止 ま った とい うこ とは 、 ウ トナ イ

湖 畔 で の必 然 と偶 然 の一 断 面 で あ る と云 う ことが

で き るの です 。

2.美 々川 ・ウ トナイ湖の自然のおい立ち

前章でウトナイ湖畔の一断面を切 りとってその

自然のありようを紹介したのですが、もっと大き

な視野と長い歴史で考えてみましょう。

北海道は2億 年前から始まった日高造山運動に

よって1500万 年ごろから背骨のように日高山脈が

でき、80万年前からはじまった火山活動で北海道

の屋根と呼ばれる大雪の山々がそびえるようになっ

たのです。その大雪山に源を発する北海道一の大

河石狩川は、石狩低地に流れ落ちたあと向きを南

にかえて太平洋に注いでいたらしいのです。

ところが支笏火山が大爆発を起こして、大量の

火砕流を流 して古石狩川の流れを千歳あたりでせ

き止めてしまいました。せき止められた石狩川は

向きを西にかえて、日本海に流れ始めました。川

で運ばれた土砂が堆積 して今の肥沃な石狩平野が

できて行ったのです。今から約32,000年 くらい前

の、北海道の地形の原型を作った大きなできごと

だったのです。それ以来、支笏カルデラにたまっ

た水が支笏湖になり、支笏湖を水源とする千歳川

は石狩川に合流することになったのです。
一方で、支笏溶結凝灰岩の上には、恵庭や樽前

の火山から噴出した火山灰が幾層にも厚 く堆積 し

て、千歳市の南東に駒里丘陵を形成 し、古石狩川

はしっかりせき止められ、その下部から地下水を

湧出すようになりました。今の美々川の源流部で

す。

地下水というのは、降った雨が地下にしみ込ん

でそれが地表に湧き出す水ですが、降った雨が短

時間で地表に出て来るといった簡単なものでなく、

何十年もかXっ て出てくる水もあるようです。美々

川源流部のわき水 もそ うであるらしく、火山灰層

を通って行 くうちにろ過されて、何十年もか玉っ

てそれはそれは磨 きぬかれた清澄な水になってわ

き出しているのです。
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〈美 々川源 流 〉

ま た一 方 で 、6000年 前 地球 が暖 か くな って海 水

面 が上 昇 して 内陸 に海 が入 り込 ん だ時 代 が あ りま

す。 縄文 時 代 の人達 が高 台で 生活 して いた 時代 で 、

そ れ を縄 文海 進 とい って い ます 。 そ の時 代 は前 に

述 べ た駒 里 丘 陵 の近 くまで ひ た ひ た と海 が:おしよ

せ た はず で す。 そ の ため 美 々 の高 台 あた りや新 千

歳 空港 の あた りに縄文 時代 の人 間の生 活 の跡 が残 っ

て い るわけ です 。 しか し再 び冷涼 な気候 にな って 、

海 水面 が次 第 に下 が って現 代 に至 って い るので す 。

そ して 低 い部 分 に湖 や 沼 が と り残 され 、 そ の ま わ

りは広 い湿原 に な った の で す。 そ の湖 の 一 つ が ウ

トナ イ湖 で あ り、 美 々川 流域 の湿 原 で あ るわ け で

す 。 そ して 美 々川 源 流 部 の わ き水 が 集 ま って美 々

川 と な り、 ウ トナ イ湖 に注 ぎ、勇 払 川 とな っ て太

平 洋 に流 れ 出 て い るの で す。 従 って 古 石狩 川 の流

れ と は全 く別 の もの とな って 、何 千 年 もの長 い歴

史 を刻 ん で 今 の美 々川 や ウ トナ イ湖 の 自然 が形 成

され て 行 った ので す 。

3.ウ トナ イ湖 は 環 境教 育 の 絶 好 の 場

ウ トナ イ湖 は1991年11月 に 永 年 の 運 動 の 結 果

"特 に水鳥 の生 息 地 と して 国際 的 に重 要 な湿 地 に

関 す る条約"と して の 「ラム サー ル 条 約」 登 録 湿

地 に指定 され、1992年11月'に は 日本 野 鳥 の会 ウ ト

ナイ湖 サ ソ クチ ュア リの ネー チ ャー セ ソ ター内 に 、

北 海道 新 聞創 立50周 年記 念 事 業 助 成 に よって 環 境

教 育 セ ソ ター が設 置 され 、名 実 共 に環 境 教 育 の 拠

点 が で きた ので す 。

この写 真 は、 ウ トナイ湖 に 日本 野 鳥 の会 第1号

のサ ソ クチ ュア リが 創設 され た 当 時 、 今 か ら11年

前 の ウ トナ イ湖 畔 の情 景 です 。 ハ クチ ョウに パ ソ

暦 な どを や って い る子供 達 は、 も う今 で は立 派 な

大 人 に成 長 しつつ あ り ます 。 野 生 の 鳥獣 に餌 づ け

をす る こ との是 非 を論 ず る 向 き もあ ります が、 こ

うや って身 近 に大 型 の野 鳥 と接 す る機 会 を持 て た

とい う こ とは、 この子 供 達 に と って"自 然 に親 し

む"と い う貴 重 な原体 験 に な って い るはず で す 。

自然 に親 しむ とい う こと は、 環境 教 育 一 自然 保

護 の 出発 点 で す 。 そ の 出発 点 にな る こと は、 ハ ク

チ ョウへ の餌 や りに 限 らず 、 ウ トナ イ湖 畔 には い

くらで も数 限 りな くあ ります 。

ど うい う出発 点 か ら始 め る に して も、 それ を適

切 に アプ ロー チ して 自然 保 護 の 理 念 と意 欲 ・力禰

に高め るのが環境教 育の使 命です。 その拠点 とフィー

ル ドが 整 え られ て きた とい うの は 、 ウ トナ イ湖 の

価 値 を ます ます 高 め る こと に な った の です 。

4.放 水 路 計 画 は美 々川 ・ウ トナ イ湖 の 自然 を 台

な しに す る。

こ う して見 て くる と、美 々川 ・ウ トナ イ湖 の 自

然 は す ば ら しい し、 そ こが千 歳 市 ・苫 小 牧 市 の 開

発地 域 に接 す るか け が え の ない もの で あ るば か り

で な く、 札幌市 や その近 郊の衛 星都 市 の人達 に と っ

て も、 ア ウ ト ドア志 向 を満 足 させ る場 で も あ りま

す 。

また今 まで こそ低 迷 して いた 苫 小牧 東 部 工 業基

地 へ の企 業 進 出 は 、 トヨタ 自工 の進 出 を バ ネに し

て 今後 は大 き な発展 が期 待 され ます。 進 出 企 業 の

従 業 員 に と って も レ ク リェー シ ョソと教 育 の場 と

して 大 き く貢献 す る ことに な ろ うと予 想 され ます 。

しか し、千 歳川 放水 路 が 、駒 里丘 陵 部 を掘 削 し、

そ の地 下 水 脈 を分断 す る こ とに な れ ば 、美 々川 と

そ の流 域 湿 原 及 び ウ トナ イ湖 の 美 しい 自然 が 根底

か ら壊 滅 す るの は 目に見 え る こ とです 。 ま して ど

の ル ー トを通 るに して も幅250～450m、 長 さ40Km

もの 巨大 な放 水路 が通 され て しまえ ば、 北 海 道 の

東 と西 の生 態 系 を完 全 に分 断 して しま うの で す。

これ まで 美 々川 ・ウ トナ イ湖 の 自然 を愛 し、 い と

お しんで きた 人達 の努 力 は 水 泡 に帰 して しま うの

で す。

日本 のODA援 助 の あ り方 が 、現 地 の 自然 を破

壊 す る こ と に作用 し、 現 地 の 人達 の批 判 を浴 び 、

これ か らは そ の反 省 に立 って"地 球 にや さ しい"
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を 合 い言 葉 に した 開発 援 助 で あ るべ きで、 そ の た

め に は環 境 教 育 は必 須 の もの とな っ て お ります 。

放 水 路 がで きて しまえば 、 ウ トナ イ湖 で の環 境 教

育 は反 面 教 師 的 な教 材 ば か りを使 う こと に な りか

ね ませ ん。

こ うい う意 味 か ら、千 歳 川 放 水路 計 画 は絶 対 容

認 で きる もの で な く、 阻 止 す べ きだ と い う思 い を

新 た にす る もの で す。

5.ウ トナ イ湖 に タ ンチ ョウ を

北 海道 に生 息す る特 別 天然 記 念物 タ ソチ ョウは、

地 域 の人 々や 関係 機 関 の手 厚 い保 護 施 策 が効 を 奏

して 、 最 近 は500羽 を超 す 生 息 数 に な っ て き ま し

た。 そ の こ と 自体 は大 変 喜 ば しい こと です が、 そ

の 生息 は道 東4支 庁地 域 に限 られ て お り、 冬 季 間

は 阿寒 町 ・鶴 居村 の給 餌 場 に集 中 して お ります 。

しか し、 この ま&推 移 して よい もの で し ょ うか。

タ ソチ ョ ウ研 究 の専 門家 の 間 で もい ろ い ろ と危惧

す る声 が あげ られ るよ うに な りま した。

一 つ に は営 巣場 所 の過 密 に よ るテ リ トリー確 保

の 問題 、二 つ には近 親 結 婚 に よ る遺伝 子 劣 化 の 問

題 、 そ して 三 つ 目は給 餌 場 集 中 に よ る伝 染 病 発 生

の 問題 です 。 そ の他 に も問 題 は あ りそ うです が、

今 この地 域 で の 生 息数 が ピー クに さ しか か った 時

期 に有 効 な対 策 を講 じて お か ない と、 それ こそ 千

載 の悔 い を残 しか ね な い と思 わ れ ます 。

あ るが ま 鼠の 自然 は、 で き るだ け手 を加 えず に

残 す こ とが 大切 です が、 人 間 が手 を か して 守 り育

て た もの は 、人 間 の責 任 に お い て有 効 な手段 を講

じて や るべ きです 。

タソ チ ョウの保 護 に と って の な し得 る有効 な手

段 とは 、 タ ソチ ョ ウの 生 息地 を拡 散 し、 現 在 の過

密 な生 息数 を分 散 して や る こと で は ない か と思 わ

れ ます 。

分 散 の適 地 と して は ウ トナ イ湖 周 辺 の 湿 原 が 第

一 候 補 と して あ げ られ ます
。 タ ソチ ョウが餌 と し

て好 む タニ シは ウ トナ イ湖 に あ り余 る程 生 育 して

お り、 営 巣 に適 した ヨシ原 は釧 路 湿 原 に勝 る と も

劣 らず 繁 茂 して い ます し、越 冬 の た めの 不 凍 河 川

も湧 水 も備 わ って お ります 。

一 時
、 タ ソチ ョ ウを ウ トナ イ湖 に と い う構 想 が

立 て られ た こ とが あ った よ うで す が 、千 歳 川 放 水

路 計 画 が出 され た ば か りに沙 汰止 み に な った まN

です 。 残 念 な こ とです 。

もと もと千歳 は 、往 時 生 息 して い た タ ソ チ ョウ

に な ぞ らえて つ け られ た 地 名 で す。 それ を往 時 の

状 態 に復 活 す るの に 、何 の 支 障 もな い はず で す 。

千 歳 川 放 水 路計 画 を断 念 し、 美 々川 ・ウ トナ イ

湖 の 自然 を よ り豊 か な もの にす る提 言 を タ ソ チ ョ

ウ復 活 に よせ て稿 を終 ります 。

写 真 提 供:日 本野 鳥 の会 ウ トナ イ湖 サ ソ ク チ ュ ア

リ ・ネ イ チ ャー セ ソ ター
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